
プレス空知

幸町の団地高齢者
宅でストーブ点検

石油燃焼機器整備組合

　
　
一
湾
川
」
北
海
遭
石
個

燃
焼
徊
登
環
組
合
中
２

知
支
部
苔
蚕
哭
郵

長
）
は
背
、
滝
川
市
幸

町
Ｓ
翌
週
な
ど
に
住

な
露
営
宅
を
対
象
と
し

た
フ
ダ
プ
無
料
点
検
」

を
実
施
。
分
解
併
除
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
火
災
予

防
を
呼
ぴ
か
け
た
＝
写
真

　
無
料
点
検
は
、
四
系

ら
始
ま
っ
た
『
火
災
予
防

運
動
』
に
ち
な
み
、
滝
川

市
社
会
福
諮
軍
票
同

文
郵
と
滝
川
消
防
署
ご
協

力
を
得
て
、
毎
年
行
？
て

い
る
も
の
。
今
年
は
、
関

西
団
地
の
ほ
か
、
江
刺
乙

町
と
黄
金
町
の
団
地
守

地
区
と
し
、
ハ
屁
世
帯
の

ぎ
禎
に
あ
た
っ
た

　
当
日
は
、
同
支
部
会
員

と
圓
屠
署
員
、
ヘ
ル
パ
’
‐
―

な
ど
約
２
０
入
が
参
加
。
会

員
ら
が
そ
れ
ｆ
れ
担
当
ご

と
に
分
か
れ
作
業
を
開
始

し
、
分
解
掃
除
を
す
ゑ

た
わ
ら
、
設
仮
枕
況
や
可

燃
物
の
有
無
を
チ
言
ク

一
一
一
・
一
｀
一
一
一
「
一
一
」
一

し
、
注
意
を
促
し
た
。

　
柚
で
も
直
接
火
災
に
繋

ヴ
り
や
す
い
不
完
全
燃
焼

心
原
因
と
な
る
ポ
ッ
ト
内

出
口
回
心
ジ
除
去
、

燃
焼
↑
ず
・
対
流
そ

フ
タ
上
心
霊
リ
を
除
鴬

谷
ひ
と
っ
の
作
業
を
説

明
し
な
が
ら
、
ス
ト
ー
ブ

火
災
の
防
止
を
呼
び
か
け

た
。

　
対
象
宅
に
は
消
防
具
も

ｔ
祭
に
入
り
、
危
険
筒
所

を
チ
言
ク
。
こ
の
日
点

検
を
受
け
た
開
晋
団
誇

永
田
み
宦
苔
ん
（
８
６
）

は
写
で
も
朝
晩
は
ス
ト

ー
ー
ー
ブ
を
僥
っ
て
い
る
の
７

こ
れ
７
忌
安
心
し
て
伎

う
こ
と
が
出
来
る
、
一
昨

年
前
に
も
一
愚
点
検
を
）

や
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
句
が
た
い
」
と
、
感

謝
涙
持
ち
を
伝
え
て
い

た
。

　
圈
支
部
百
二
唇
面
の

取
り
入
れ
［
箱
保
は
Ｆ
Ｆ

式
ス
ト
ー
ー
ブ
も
袷
七
条
件
。

お
ま
か
せ
の

今
回
の
料
誓
答
な
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２
牟
に
一
回
は
分
解
掃
除

す
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ

か
ら
涛
併
ず
る
と
同
時
に

油
漕
れ
な
ど
に
左
娑
し

l
l
l
l
m
l
l
l
m
m
m
l
l
l
l
l

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い

焉
　
　
　
　
【
佐
藤
学
】

　
｛
訂
凪
顎
将
け
３

面
の
「
シ
ｙ
ズ
堂
庶

の
記
事
中
、
巴
本
ハ
今

ァ
イ
ず
ズ
の
「
中
田
翼

飛
手
」
と
あ
る
の
快

［
中
田
痢
選
手
］
の
誤
り

で
し
た
。
お
詐
忌
上
、

訂
Ｅ
い
た
し
ま
す
。

　
◇
　
　
◇

　
【
訂
正
こ
日
付
赫

の
「
市
役
所
禁
陪
り
掲

揚
セ
レ
モ
Ｔ
」
の
記
事

申
、
記
念
品
を
受
け
取
っ

た
滝
川
中
央
保
育
所
ら

「
岩
城
羅
奈
ち
ゃ
ん
」
と

あ
る
窓
、
［
考
切
岐
那
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